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新
生
「
国
東
市
」
の
飛
躍
・
発
展
に
向
け
努
力

議
長　

猪　

俣　

俊　

雄

　

合
併
に
よ
る
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
初
代
議
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、

身
に
余
る
光
栄
と
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
誠
心
誠

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新
生
「
国
東
市
」
が
誕
生
し
、
今
後
は
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
行
財
政
の
効
率
化
に
努
め
、

市
民
の
立
場
に
た
っ
た
、
未
来
に
夢
と
希
望
の
も
て
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
輝
か
し
い
歴
史
・
文
化
、
そ
し
て
豊
か
な
自

然
を
大
切
に
し
、
先
人
達
が
残
し
た
足
跡
を
守
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

後
世
に
誇
れ
る
「
国
東
市
」
を
築
き
あ
げ
た
い
と
決
意
も
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ス タ ー ト
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国 東 市 議 会

行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
っ
た
、ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

副
議
長　

安　

見  　

 

蔚

　

こ
の
た
び
の
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
薦

を
い
た
だ
き
初
代
副
議
長
を
お
受
け
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
に
い
た
し
ま
し
て
議
長
に

は
人
格
識
見
と
も
に
卓
越
し
た
「
猪
俣
」
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
の
ご
指
導
と

ご
助
言
と
、
議
員
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き
職
務
を
全
う
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
に
よ
る
新
生
「
国
東
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
執
行
機
関
と
議
会
が
一
体
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
先
人
達
の
功
績
に
恥
じ
な
い
よ
う
全
力
投
球
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
私
の
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

国 東 市 議 会新生新生

国東市議会だより  １号3

●議長の選挙

●副議長の選挙

●国東市議会会議規則の制定

●国東市議会委員会条例の制定

●国東市議会事務局設置条例の制定

●常任委員の選任

●議会運営委員の選任

●議会広報編集特別委員の選任

●平成18年度一般会計暫定予算など
　専決処分の承認21件

●大分県農業信用基金協会への加入を可決

●選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙

●農業委員会委員の推薦

●教育委員会委員の任命

●固定資産評価審査委員会委員の選任

●監査委員の選任

●公平委員会委員の選任

臨時会の主な内容臨時会の主な内容
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平
成
18
年
第
１
回
定
例
会
が
６
月
26
日
に
開
会
さ

れ
７
月
６
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

平成1
8年 6月定例会6月定例会

国東市議会だより  １号

承認１件、報告９件、議案 29 件が可決・承認。

主

な

内

容

① 

国
東
市
表
彰
条
例
の
制
定

② 

国
東
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

③ 

国
東
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
国

東
市
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の

制
定

④ 

国
東
市
災
害
罹
災
者
見
舞
金
支
給
条

例
の
制
定

⑤ 

国
東
市
マ
リ
ン
ピ
ア
む
さ
し
条
例
の

一
部
改
正

⑥ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

く
に
さ
き
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

国
東
市
安
岐
児
童
館

　
　

国
東
老
人
憩
の
家

　
　

国
東
市
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
や
す
ら
ぎ
」

　
　

国
東
市
立
藤
本
集
会
所

　
　

国
東
市
葬
斎
場

主

な

内

容

一般会計予算の内容
総額　190億 1,193万円
特別会計予算の内容

住宅新築資金等貸付事業 １,２３４万円
国東自動車学校 ７，３１７万円
サイクリングターミナル事業 ５，２６３万円
国民健康保険事業 ３８億 １６２万円
介護保険事業 (保険事業 ) ３４億４，３０６万円
介護保険事業 (サービス事業） ６億８，８７１万円
老人保健医療事業 ５６億２，０２２万円
簡易水道事業 ５億 １３６万円
公共下水道事業 ５億１，４８２万円
特定環境保全公共下水道事業 １３億５，５１７万円
農業集落排水事業 ７，００１万円
浄化槽設置事業 １，５５１万円
工業用水道事業 (収益的収入・支出 ) ２，５１９万円
市民病院事業 (収益的収入・支出 ) ３６億３，４０４万円
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総
括
質
疑

総
括
質
疑

総
括
質
疑

Ｑ
．
行
財
政
改
革
推
進
の
具
体

的
手
法
に
つ
い
て

Ａ
．
行
財
政
改
革
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
当
然
広
報
誌
な
ど

で
お
知
ら
せ
す
る
が
、
地
域

座
談
会
的
な
場
を
設
け
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
訴
え
ご
理
解

を
頂
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

Ｑ
．
歳
入
の
見
込
み
に
つ
い
て

Ａ
．
市
税
、
地
方
交
付
税
、
合

併
特
例
債
な
ど
の
歳
入
に
つ

い
て
は
、
確
実
に
見
込
め
る

分
し
か
計
上
し
て
い
な
い
の

で
、
今
後
増
額
が
確
定
す
る

分
に
つ
い
て
は
基
金
に
戻
し

入
れ
た
い
。

Ｑ
．
人
件
費
の
見
直
し
と
地
域

給
導
入
に
つ
い
て

Ａ
．
地
域
給
導
入
は
組
合
と
交

渉
し
実
施
す
る
。
ま
た
、
給

行政改革に取り組みます。（行革推進室）

Ｑ
．一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

適
正
規
模
か
。
ま
た
人
件
費

は
い
く
ら
か
。

Ａ
．
歳
入
を
見
込
ん
で
、
歳

出
を
計
上
す
る
の
で
、
い
く

ら
が
適
正
か
は
把
握
し
て
な

い
が
、
経
常
経
費
の
削
減
に

努
め
、
投
資
的
経
費
に
し
わ

寄
せ
が
来
な
い
よ
う
努
力
す

る
。
人
件
費
は
、
一
般
会
計

で
約
51
億
円
で
す
。

Ｑ
．
大
変
厳
し
い
予
算
編
成
の

中
で
、
投
資
的
経
費
を
い
く

ら
計
上
し
て
い
る
か
お
伺
い

し
た
い
。

Ａ
．
投
資
的
経
費
は
、
一
般
会

計
が
約
25
億
円
、
特
別
会
計

が
約
８
億
６
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

Ｑ
．
経
常
収
支
比
率
は
。

Ａ
．
１
０
０
・
４
％
の
見
込
み

で
す
。

Ｑ
．
時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
い

て
多
い
が
。

Ａ
．
合
併
に
よ
り
一
時
的
に
時

間
外
勤
務
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
ご
理
解
願
い
た

い
。

Ｑ
．
長
期
総
合
計
画
の
策
定
と

地
域
審
議
会
に
つ
い
て

Ａ
．
新
市
の
長
期
総
合
計
画
に

つ
い
て
は
早
速
策
定
に
取
り

か
か
り
た
い
。
ま
た
、
旧
町

単
位
に
地
域
審
議
会
を
早
急

に
立
ち
上
げ
、
重
要
な
課
題

な
ど
に
つ
い
て
諮
問
申
し
あ

げ
ご
審
議
い
た
だ
き
た
い
。

与
の
カ
ッ
ト
も
あ
わ
せ
て
実

施
し
、
人
件
費
の
削
減
に
努

め
る
。
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Ｑ
．
土
地
開
発
公
社
予
算
の
中

で
、
雑
収
入
は
何
か
。

Ａ
．
安
岐
町
と
国
見
町
の
土
地

開
発
公
社
精
算
に
係
る
剰
余

金
で
す
。

Ｑ
．
安
岐
町
内
の
小
学
校
統
合

に
係
る
地
元
要
望
事
項
の
解

決
に
つ
い
て

Ａ
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、

放
課
後
児
童
対
策
な
ど
解
決

に
向
け
て
準
備
す
る
。

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

ケーブルテレビ取材風景

Ｑ
．
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
全
体
計
画
、

今
年
度
の
実
施
計
画
と
基
本

料
金
に
つ
い
て

Ａ
．
3
ヵ
年
計
画
で
総
事
業
費

は
約
25
億
円
で
す
。
今
年
度

は
3
億
円
の
事
業
費
で
、
都

市
計
画
区
域
内
を
実
施
す
る
。

　
　

今
後
実
施
す
る
分
の
基
本

料
金
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｐ
電

話
も
設
置
し
た
い
の
で
安
岐

町
よ
り
高
く
な
る
と
思
う
。

Ｑ
．
イ
ベ
ン
ト
等
補
助
金
の
25
％

カ
ッ
ト
に
つ
い
て

Ａ
．
一
律
カ
ッ
ト
で
は
な
く
、

補
助
金
の
中
身
を
十
分
精
査

し
調
整
し
た
い
。

Ｑ
．
新
規
作
物
導
入
事
業
に
つ

い
て
（
ヤ
ー
コ
ン
）

Ａ
．
ヤ
ー
コ
ン
の
苗
３
万
本
と

マ
ル
チ
１
０
０
本
の
補
助
金

で
す
。

Ｑ
．
八
坂
社
集
落
整
備
事
業
に

つ
い
て

Ａ
．
場
所
は
富
来
の
市
道
で
、

農
村
生
活
環
境
基
盤
整
備
事

業
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
．
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
費
の
内
容
は
。

Ａ
．
花
卉
の
育
苗
が
主
な
業
務

で
す
が
、
切
花
、
差
し
芽
、

小
菊
の
親
株
の
管
理
・
販
売

等
に
か
か
る
経
費
で
す
。

Ｑ
．
緊
急
自
動
車
購
入
費
の
内

容
は
。

Ａ
．
国
見
出
張
所
に
配
備
す
る

も
の
で
、
通
常
型
よ
り
少
し

高
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
集
客
施
設
へ
の

設
置
に
つ
い
て
。

Ａ
．
今
年
度
は
ア
ス
ト
く
に
さ

き
に
設
置
す
る
。
順
次
、
集

客
施
設
に
設
置
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
．
私
立
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
の
算
定
基
準
は
。

Ａ
．
旧
町
の
算
定
基
準
の
ま
ま

で
計
上
し
て
お
り
、
来
年
度

は
調
整
す
る
。

Ｑ
．
プ
レ
ス
製
品
の
売
り
払
い

金
と
製
品
の
管
理
に
つ
い
て

Ａ
．
昨
年
度
の
実
績
並
み
に
計

上
し
て
い
る
。
今
後
盗
難
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
管
理

し
て
い
く
。

Ｑ
．
し
尿
処
理
場
に
係
る
交
付

金
の
内
容
は
。

Ａ
．
旧
広
域
連
合
の
と
き
の
協

定
で
、
土
地
４
件
に
係
る
交

付
金
で
す
。

Ｑ
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

Ａ
．
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
現

在
市
内
に
6
箇
所
あ
る
。
国

見
町
に
も
設
置
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

Ｑ
．
一
時
借
入
金
の
限
度
額
の

設
定
に
つ
い
て

Ａ
．
資
金
繰
り
の
た
め
に
、
予

算
に
定
め
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は
30
億
円
を
予
定
し

て
い
る
。

国東市議会だより  １号
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議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

韓国瑞
ソウウン

雲中学校との交流

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
融
資
制
度
に
つ

い
て

Ａ
．
融
資
希
望
申
請
者
か
ら
の

申
し
出
に
よ
り
市
が
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
、
ふ
る

さ
と
融
資
財
団
を
経
由
し
、

申
請
者
へ
貸
付
を
す
る
。
後

年
度
利
子
償
還
額
の
75
％
が

交
付
税
措
置
さ
れ
る
制
度
で

す
。
予
算
額
は
、
老
健
施
設

２
件
、
医
院
１
件
、
会
社
１

件
の
貸
付
金
の
償
還
金
で
合

計
約
３
，５
０
０
万
円
で
す
。

Ｑ
．
人
権
同
和
教
育
協
議
会
と

人
権
同
和
研
究
協
議
会
の
違

い
は
。
一
本
化
で
き
な
い
の

か
。

Ａ
．人
権
同
和
教
育
協
議
会
は
、

社
会
教
育
行
政
の
分
野
で
、

人
権
同
和
研
究
協
議
会
は
、

学
校
教
育
の
分
野
と
な
る
。

今
は
、
こ
の
組
織
は
、
姫
島

村
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
．
中
学
生
海
外
交
流
補
助
金

に
つ
い
て

Ａ
．
安
岐
中
学
生
と
武
蔵
中
学

生
の
分
で
す
。
来
年
度
は
市

で
統
一
し
た
計
画
を
立
て
た

い
。

Ｑ
．
文
化
ホ
ー
ル
の
借
地
料
に

つ
い
て

Ａ
．
地
権
者
が
８
名
、
面
積
が

6
，２
６
６
㎡
で
契
約
単
価

１
，
２
０
９
／
㎡
で
す
。
契

約
期
間
は
平
成
73
年
ま
で
で

す
。

Ｑ
．
観
光
案
内
版
の
市
名
の
変

更
に
つ
い
て

Ａ
．
新
し
い
観
光
案
内
版
を
３

箇
所
に
計
画
し
て
い
る
。
既

存
の
看
板
に
つ
い
て
は
関
係

課
と
協
議
し
変
更
し
て
い

く
。

Ｑ
．市
道
改
良
工
事
の
内
容
は
。

Ａ
．
路
線
数
は
13
路
線
で
、
工

事
請
負
費
の
予
算
額
は
約
４

億
７
千
万
円
で
す
。

Ｑ
．
区
長
報
酬
に
つ
い
て

Ａ
．
市
全
体
で
１
３
０
行
政
区

あ
る
が
、
合
併
に
よ
る
見
直

し
で
、
区
長
報
酬
が
下
が
っ

た
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
ご
理
解
願
い
た
い
。

Ｑ
．
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
検
査

に
つ
い
て

Ａ
．
す
べ
て
の
学
校
、
園
で
毎

年
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
福
祉
事
務
所
査
察
指
導
員

派
遣
負
担
金
に
つ
い
て
内
容

は
。

Ａ
．
県
職
員
の
派
遣
に
か
か
る

経
費
で
す
。

Ｑ
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
（
む

さ
し
苑
）
繰
入
金
に
つ
い
て

Ａ
．
起
債
の
償
還
財
源
と
し
て

の
繰
入
で
す
。

Ｑ
．
病
院
の
交
際
費
の
開
設
者

分
と
は
何
か
。

Ａ
．
市
長
の
分
で
す
。

Ｑ
．
病
院
運
営
委
員
の
構
成
に

つ
い
て

Ａ
．
病
院
運
営
委
員
の
メ
ン

バ
ー
は
見
直
す
。

Ｑ
．
出
産
祝
金
の
支
給
対
象
に

つ
い
て

Ａ
．
第
３
子
以
降
か
ら
対
象
と

な
る
。
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●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
の
財
政
力
評
価
、
職
員
定
数
の

動
向
は
。

市
長　

平
成
16
年
度
の
４
町
決
算
で
は
、
経
常

収
支
の
平
均
は
１
０
０
・
４
％
で
あ
り
ま
す
。

　

職
員
定
数
は
、
退
職
者
数
の
３
分
の
１
補

充
、
早
期
退
職
勧
奨
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
、
そ
し
て
民
営
化
に
よ
り
、
今
後
５
年
間
の

削
減
率
は
、
５
・
９
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

議
員　

新
市
発
足
を
期
し
て
の
振
興
策
は
な
い

か
。

市
長　

農
業
政
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
米
政
策
改

革
推
進
対
策
に
加
え
て
、
新
し
く
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
、
資
源
環
境
対
策
の
３
つ
の
政

策
を
平
成
19
年
度
か
ら
行
い
ま
す
。
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、
米
、
麦
、
大

豆
な
ど
の
複
数
作
目
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
経

営
全
体
に
対
し
て
、
直
接
支
払
い
、
並
び
に
販

売
収
入
の
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
で
、

認
定
農
業
者
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
集
落
営
農

で
は
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
末
で
対
象
経
営
体
は
、
認
定

農
業
者
43
名
、
集
落
営
農
３
法
人
で
す
。
資

源
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
認
定
農
家
で

も
な
い
、
集
落
営
農
も
取
り
組
め
な
い
小

農
家
に
反
当
４
，
４
０
０
円
農
地
維
持
管

理
費
と
し
て
補
助
が
で
き
る
対
策
で
す
。

●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
の
出
生
数
、
出
生
率
、
合
計
特

殊
出
生
率
、
今
後
の
出
生
予
想
そ
し
て
少
子
化

対
策
は
何
が
で
き
る
の
か
。

市
長　

平
成
16
年
の
出
生
数
は
２
０
７
名
、

出
生
率
は
６
・
１
％
、
合
計
特
殊
出
生
率
は

１
・
４
８
で
す
。

　

今
後
の
出
生
率
は
減
少
傾
向
が
続
く
と
思
い

ま
す
。
対
策
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
、
親
子
の
健
康
確
保
、
教
育
環
境
の
整
備
、

子
育
て
家
庭
に
適
し
た
居
住
環
境
の
確
保
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
の
対
策
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
国
東
市
と
し
て
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
中
で
具
体
的
な
実
施
計
画
を
検
討
し
て

実
効
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
口　

易
幸 
議
員

行
財
政
改
革
の
概
要
は

９
月
末
に
大
綱
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成

転作田による大豆栽培

国東市議会だより  １号一 般一 般 質質 問問
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●
市
長
の
公
約
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
政
策
・ 

　

姿
勢
に
つ
い
て

議
員　

市
長
の
公
約
で
あ
る
対
話
行
政
は
い
つ

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
推
進
す
る
の
か
。

市
長　

新
市
は
一
体
と
い
う
考
え
方
を
広
め
る

た
め
に
、
公
平
・
公
正
な
行
政
施
策
を
展
開
す

る
た
め
、
現
在
は
各
地
域
の
会
合
に
出
席
し
、

意
見
や
要
望
な
ど
を
拝
聴
し
て
お
り
、
今
後

は
、
秋
頃
よ
り
各
地
域
・
小
学
校
単
位
ぐ
ら
い

で
の
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
要
望
や
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
財
政
基
盤
の
確
立
・
健
全
強
化
に
つ
い
て

議
員　

財
政
基
盤
の
確
立
と
自
主
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
の
対
応
は
。

市
長　

本
市
の
財
政
の
強
化
は
最
優
先
課
題
で

あ
り
、
歳
出
の
削
減
に
つ
い
て
は
各
事
業
の
見

直
し
、
人
件
費
・
物
件
費
・
補
助
費
な
ど
の
削

減
を
今
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
農
林
水
産
業
の
振
興
が

重
要
で
あ
り
、
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
産
地

化
・
団
地
化
を
国
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ソ
ニ
ー
や

キ
ャ
ノ
ン
以
外
の
企
業
誘
致
も
積
極
的
に
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
は
自
主
財
源
の

確
保
に
も
つ
な
が
る
と
考
る
が
、
対
策
と
し
て

具
体
的
戦
略
を
練
る
諮
問
機
関
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

長
期
総
合
計
画
、
過
疎
地
域
の
自
立
促

進
計
画
な
ど
策
定
し
、
人
的
交
流
が
図
ら
れ
、

観
光
に
も
役
立
つ
よ
う
な
施
設
な
ど
も
十
分

検
討
し
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
諮
問
機
関
に
つ
い
て
は
、

各
町
ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設
置
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
大
分
大
学
と
協
力
提
携
を
結
ぶ
計

画
も
あ
り
、
今
後
は
大
学
の
方
々
も
含
め
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
指
導
も
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
教
育
行
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢
及
び

　

教
育
基
本
法
改
正
に
つ
い
て

議
員　

本
市
の
教
育
行
政
に
対
す
る
基
本
姿
勢

や
学
校
施
設
を
は
じ
め
、
色
々
な
課
題
や
要
望

が
あ
る
が
対
応
は
。

教
育
長　

国
や
県
教
育
行
政
の
基
本
方
針
を

踏
ま
え
、
旧
４
町
ご
と
に
培
わ
れ
て
き
た
伝

統
や
文
化
を
継
承
し
、
特
色
あ
る
教
育
の
充

実
に
努
め
、
人
生
の
創
造
出
来
る
生
涯
活
動

の
形
成
に
向
け
て
、「
学
校
」
、「
家
庭
」
、

「
地
域
」
と
の
協
力
に
よ
る
教
育
を
推
進

し
、
地
域
総
参
加
の
安
全
、
安
心
の
子
育

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
各
学
校
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

実
態
に
耳
を
傾
け
、
目
を
向
け
、
財
政
状
況

も
厳
し
い
で
す
が
、
少
し
で
も
実
現
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
努
力
し
ま
す
。

宮永　英次 議員

対話行政を
　どう進めてゆくのか

小学校単位での行政懇談会を開催したい

市民との対話



●
地
場
産
業
の
育
成
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て

議
員　

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、市
職
員
の
減
は

必
要
だ
が
、若
者
の
雇
用
対
策
と
し
て
今
後
、企
業

誘
致
、地
元
の
産
業
、企
業
の
育
成
、若
者
の
定
住

策
及
び
雇
用
対
策
が
急
務
と
考
え
て
い
る
。
具
体

的
な
若
者
の
定
住
策
に
つ
な
が
る
雇
用
対
策
は
。

市
長　

地
場
産
業
は
地
域
活
性
化
の
大
き
な

柱
で
す
。
市
場
の
開
拓
、
人
材
の
確
保
、
育
成

な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
対
策
に
つ
い

て
は
、
雇
用
の
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、
ま
た
、
基
盤
整
備
な
ど
も

地
元
と
し
て
力
を
入
れ
て
積
極
的
に
企
業
誘
致

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
市
内
各
施
設
、
学
校
給
食
に
お
け
る

　

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
は

議
員　

市
内
に
あ
る
公
共
の
施
設
や
民
間
の
施

設
が
地
産
地
消
を
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

コ
ス
ト
の
削
減
と
一
次
産
業
、
農
業
の
振
興
及

び
発
展
、
そ
し
て
数
千
万
円
以
上
に
も
及
ぶ
経

済
効
果
が
期
待
で
き
る
。
農
業
の
振
興
策
の
一

端
と
し
て
地
産
地
消
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長　

地
産
地
消
を
進
め
て
い
き
、
地
場
製

品
、
産
品
の
公
的
関
連
施
設
で
の
積
極
的
な

活
用
な
ど
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
対
象
業
者
に
対
す
る
国
や
県
の
補

助
事
業
に
つ
い
て
も
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
地
産
地
消
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
今
後
と
も
強
化
し
て
い
き
、

新
鮮
な
食
材
の
確
保
に
努
め
、
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
関

係
も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

議
員　

こ
れ
ま
で
国
東
町
が
取
り
組
ん
で
き
た

地
産
地
消
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
き
し

た
い
。

市
長　

３
年
間
の
県
の
モ
デ
ル
事
業
で
取
り
組

ん
で
き
た
、
学
校
給
食
地
産
地
消
促
進
協
議
会

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
行
政
・
生
産
者
・
保
護

者
・
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
と
で
組
織
を
立
ち
上

げ
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
提
供
し
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
給
食
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
こ
の
よ
う
な
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
く
方
向

で
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。

●
観
光
産
業
の
推
進
に
つ
い
て

議
員　

新
市
の
経
済
の
発
展
の
た
め
に
も
、

交
流
人
口
の
増
大
の
た
め
に
も
観
光
産
業
の

推
進
、
い
か
に
市
外
・
県
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

か
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

市
長　

歴
史
的
、
文
化
的
に
も
つ
な
が
り
の

深
い
宇
佐
・
国
東
半
島
一
体
の
各
市
町
村
が

観
光
振
興
に
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
地

域
の
資
源
を
生
か
し
た
当
地
域
の
持
つ
価
値
を

来
訪
者
に
伝
え
る
よ
う
な
方
策
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
各
施
設
、
資
源
を
線
で
結
ぶ
広
域
観
光

ル
ー
ト
の
策
定
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
豊
富

な
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
、
観
光
に
結
び
つ
け
た
メ

ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
、
県
・
関
係
市
町
村
と
一
体

と
な
っ
て
観
光
振
興
を
図
り
、
人
口
交
流
を
増

や
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
重

要
な
市
政
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一 般 10一 般 質質 問問

地産地消の
     　取り組みについて

積極的に推進

野田　忠治 議員

地産地消に取り組む給食センター

国東市議会だより  １号
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●
市
民
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

議
員　

市
民
病
院
の
経
営
の
内
容
、
患
者
の
動

向
、
医
療
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。

病
院
長　

市
民
病
院
の
経
営
状
況
は
非
常
に
厳

し
い
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。
悪
化
の
原
因
は
、

医
師
不
足
や
患
者
数
の
減
少
、
職
員
の
人
件
費

の
増
大
な
ど
で
す
。
中
で
も
医
師
不
足
は
深
刻

で
、
昨
年
３
名
減
少
。
大
分
大
学
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
医

師
の
確
保
は
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

影
響
し
て
か
入
院
患
者
数
は
一
昨
年
に
比
較
す

る
と
６
，
３
１
３
人
減
少
し
ま
し
た
。

　

医
療
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
医
療
専

門
職
と
し
て
の
レ
ベ
ル
の
維
持
、
向
上
を
図
る

た
め
に
研
修
は
不
可
欠
と
認
識
し
て
お
り
、
院

内
・
院
外
研
修
と
も
積
極
的
に
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

●
研
修
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

議
員　

研
修
バ
ス
の
運
行
、
内
容
は
。

市
長　

現
在
研
修
バ
ス
と
し
て
使
用
可
能
な
の

は
、
50
人
乗
り
の
大
型
、
35
人
乗
り
の
中
型
、

25
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
３
台
、
計
５
台

の
バ
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
。
大
型
バ
ス
以
外
は
既

に
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
型
バ
ス

も
国
東
観
光
バ
ス
と
運
行
管
理
委
託
契
約
が
完

了
し
ま
し
た
。
７
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
運
行

基
準
は
原
則
と
し
て
国
東
市
、
ま
た
は
他
の
公

共
的
な
団
体
が
主
催
す
る
各
種
大
会
や
研
修
会

に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
決
裁
権
限
に
つ
い
て

議
員　

総
合
支
所
長
の
決
裁
権
限
は
。

市
長　

総
合
支
所
長
は
本
市
で
は
部
長
級
の
位

置
づ
け
を
し
て
お
り
ま
す
。
決
裁
権
限
の
額
は

５
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
支
所
長
に
は
予
算
の
編
成
権
限

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
支
所
長
権
限
で
支
所

独
自
の
事
業
執
行
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
今
回

の
予
算
編
成
で
支
所
の
調
整
費
的
予
算
と
し
て

各
支
所
に
１
０
０
万
円
ず
つ
を
計
上
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
決
し
て
大
き
な
額
と
は
申
し
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
年
次
的
に
ど
う
い
う
支
出
が

出
て
く
る
の
か
、
支
所
ご
と
に
見
極
め
な
が
ら

そ
の
増
額
に
は
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

丸
小
野
宣
康 
議
員

市
民
病
院
の
経
営
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
の
一
言
に
つ
き
る

国東市民病院
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●
農
業
振
興
策

議
員　

担
い
手
の
推
進
に
つ
い
て

市
長　

平
成
19
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
米
政

策
改
革
推
進
対
策
に
加
え
て
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
そ
れ
と
農
地
・
水
・
環
境
安
全
対
策

が
新
対
策
と
し
て
加
え
ら
れ
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
各
集
落
・
行
政
区
な

ど
で
説
明
会
を
開
催
し
て
引
き
続
き
推
進
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
農
地
・
水
・
環

境
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

中
山
間
地
域
な
ど
の
直
接
支
払
い
制
度
の
低
地

版
と
し
て
、
現
在
実
施
要
望
地
区
の
取
り
ま
と

め
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
管
内
の
農
業
は
生

産
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
に
応

じ
た
特
色
あ
る
農
業
を
展
開
し
て
い
き
、
生
産

者
に
対
す
る
情
報
提
供
や
技
術
の
提
供
の
迅
速

な
対
応
、
ま
た
各
種
農
産
物
に
お
け
る
全
国
的

な
ブ
ラ
ン
ド
化
の
商
品
の
開
発
・
定
着
化
・
新

規
導
入
作
物
等
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
施
策
の
展
開
を
し
、
新
規
就
農
者
等
の
支

援
な
ど
も
含
め
、
産
地
つ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
団
塊
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
策

議
員　

団
塊
の
世
代
と
い
わ
れ
る
方
々
が
も
た

ら
す
経
済
効
果
は
60
兆
円
と
も
70
兆
円
と
も
言

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
方
々
が
定
年
で
Ｕ

タ
ー
ン
さ
れ
新
規
就
農
支
援
対
策
と
し
て
の
取

り
組
み
は
。

市
長　

県
内
の
団
塊
世
代
の
人
口
６
万
６
千

人
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
大
都
市
圏

か
ら
の
定
年
退
職
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
も
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
各
自
治
体
で
も
地
域
の
活
動

の
担
い
手
と
し
て
地
域
活
性
化
を
模
索
致
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
々
に
農
業
の
魅
力
・
田

舎
暮
ら
し
の
提
案
を
行
う
こ
と
は
、
国
東
市
の

活
性
化
の
た
め
に
も
必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、

農
地
の
情
報
そ
れ
か
ら
空
き
家
の
情
報
を
整
備

し
、
国
東
市
と
し
て
の
受
け
入
れ
方
法
を
研
究

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
就
農
希
望
者
の
方
々
に
つ
い

て
は
県
の
農
業
・
農
村
振
興
公
社
が
行
っ
て
お

り
ま
す
里
親
研
修
事
業
、
ま
た
、
就
農
支
援
資

金
貸
付
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
、
研
修
支
援
や

補
助
事
業
・
農
業
制
度
資
金
を
活
用
し
た
施
設

整
備
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
田
舎

に
実
家
が
無
い
方
々
が
新
規
に
国
東
市
に
来
て

頂
き
就
農
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
色
々
な
情

報
な
ど
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
出
来
る
だ
け
そ
う
し
た
帰
農
者

の
方
々
を
市
内
に
呼
び
戻
せ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

木田　憲治 議員

団塊世代の
　 　 Ｕターン対策は

ホームページなどで取組む

集落営農の説明会

国東市議会だより  １号
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●
周
辺
部
対
策
に
つ
い
て

議
員　

国
道
２
１
３
号
線
大
熊
毛
島
田
間
の
内

迫
バ
ス
停
付
近
の
改
良
、
山
香
国
見
線
の
が
け

崩
れ
に
よ
る
通
行
止
め
解
除
と
抜
本
的
改
良
、

県
単
林
道
鷲
ノ
巣
線
の
事
業
復
活
を
県
や
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

内
迫
バ
ス
停
付
近
の
改
良
工
事
は
県
に

要
望
し
て
い
ま
す
。
山
香
国
見
線
の
地
蔵
峠
付

近
は
県
が
伸
縮
計
を
設
置
し
、
地
盤
の
変
動
調

査
を
し
て
い
ま
す
。
７
月
末
に
は
片
側
通
行
が

で
き
る
予
定
で
す
。
本
工
事
は
頂
上
付
近
か
ら

の
の
り
面
整
形
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
林
道
鷲

ノ
巣
線
は
県
の
指
導
で
豊
後
高
田
市
の
見
目
地

区
へ
の
ル
ー
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
議
員　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
早
期
着
工
で
情
報

の
僻
地
化
の
解
消
は
。

　

出
産
祝
金
は
年
間
何
人
予
定
し
て
い
る
か
。

第
１
子
か
ら
の
支
給
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
国

見
地
区
の
学
童
保
育
施
設
の
計
画
は
。

市
長　

今
年
度
は
総
務
省
補
助
で
、
旧
国
東

町
の
都
市
計
画
区
域
内
で
す
。
平
成
19
年
度
、

20
年
度
は
農
水
省
補
助
で
国
東
町
の
残
り
と
旧

武
蔵
町
、
旧
国
見
町
全
域
で
実
施
し
ま
す
。
出

産
祝
金
は
第
３
子
以
降
一
律
30
万
円
で
、
対
象

人
数
は
年
間
30
人
で
す
。
第
１
子
・
２
子
は
今

後
の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
下
さ
い
。
平
成
19
年

度
か
ら
国
見
町
に
も
学
童
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課

後
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま

す
。

●
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

議
員　

管
理
職
手
当
、
時
間
外
手
当
の
見
直

し
、
旧
町
間
の
職
員
給
与
の
平
準
化
と
給
与

カ
ッ
ト
は
。

市
長　

管
理
職
手
当
や
時
間
外
手
当
も
カ
ッ
ト

の
対
象
で
す
。
人
事
院
勧
告
に
よ
る
地
域
給
の

導
入
で
約
４
％
ほ
ど
下
が
る
。
別
に
給
与
カ
ッ

ト
も
実
施
し
、
両
立
て
の
賃
金
カ
ッ
ト
と
な

り
ま
す
。
給
与
平
準
化
は
基
準
条
件
を
統
一
し

て
、
職
員
の
平
準
化
、
統
一
し
た
給
与
の
額
を

下
げ
て
い
き
ま
す
。

●
国
保
税
の
不
均
一
課
税
と

　

人
間
ド
ッ
ク
の
取
扱
い
に
つ
い
て

議
員　

国
保
税
の
不
均
一
課
税
は
何
年
ぐ
ら
い

の
見
通
し
か
。

　

旧
国
見
町
で
は
５
千
円
の
自
己
負
担
で
人
間

ド
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
た
が
、
今
年
度
限
り
と
い

う
話
が
出
て
い
る
。
ど
う
な
る
の
か
。

市
長　

17
年
度
決
算
で
４
町
と
も
５
千
万
円
程

の
赤
字
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
一
部
の

町
で
基
金
が
な
く
な
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
か

ら
医
療
制
度
改
革
が
あ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
不

均
一
課
税
を
戻
す
頃
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年

度
か
ら
節
目
の
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
者
は
５
千

円
負
担
、
そ
の
他
の
方
々
は
１
万
円
負
担
に
統

一
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職員給与の見直し

地域給の導入

唯有　幸明 議員

国道213号線改良工事（国東町浜）
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●
ゴ
ミ
袋
の
価
格
に
つ
い
て

議
員　

ご
み
袋
の
価
格
が
高
す
ぎ
る
、
大
き

い
袋
が
40
円
、
小
さ
い
袋
が
30
円
、
こ
の
根
拠

は
。

市
長　

平
成
11
年
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
で

き
て
処
理
場
の
維
持
管
理
費
の
20
パ
ー
セ
ン
ト

を
袋
代
で
充
て
よ
う
と
40
円
に
設
定
し
た
よ
う

で
す
。
純
利
益
は
２
，
６
０
０
万
円
程
上
が
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
で
出
る
ゴ
ミ
の
処
理
機
に
別

枠
で
補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

議
員　

ゴ
ミ
袋
40
円
の
内
訳
は
。

環
境
衛
生
課
長　

小
売
店
や
商
工
会
に
５
円
、

袋
代
の
平
均
が
８
・
８
円
、
差
し
引
き
市
に
は

26
・
２
円
が
入
り
ま
す
。

議
員　

杵
築
市
や
日
出
町
は
袋
代
が
21
円
、
原

価
が
７
円
と
安
い
。
原
価
を
下
げ
る
努
力
は
。

環
境
衛
生
課
長　

市
に
な
っ
て
一
年
間
の
入
札

を
し
ま
し
た
。
以
前
は
３
年
の
入
札
で
し
た
。

●
農
政
に
つ
い
て

議
員　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
小
規
模

農
家
の
切
捨
て
で
あ
り
９
割
の
農
家
が
除
外
さ

れ
そ
う
だ
。
ま
た
、
定
年
帰
農
者
や
団
塊
世
代

の
方
々
と
の
間
に
溝
が
で
き
、
農
業
活
性
化
に

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
。

市
長　

国
の
政
策
に
よ
っ
て
、
転
作
奨
励
の

補
助
金
制
度
、
担
い
手
育
成
を
め
ざ
し
た
、
品

目
横
断
的
安
定
経
営
対
策
制
度
、
資
源
環
境
保

全
制
度
、
こ
の
３
つ
が
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
の
制
度
に
の
っ
た
上
で
、
集
落
営

農
を
推
進
し
、
余
剰
労
力
を
利
用
し
、
付
加
価

値
の
つ
い
た
特
産
物
、
野
菜
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
道
の
駅
や
里
の
駅
で
現
金
収
入
の
と
れ
る

産
地
化
作
り
を
勧
め
ま
す
。
ま
た
、
帰
農
者
な

ど
の
方
々
に
は
集
落
営
農
組
合
の
事
務
や
経
理

を
し
て
も
ら
う
の
も
方
法
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
福
祉
・
教
育
予
算
に
つ
い
て

議
員　

予
算
編
成
に
あ
た
り
補
助
金
の
一
律
25

パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト
と
聞
い
た
が
、
福
祉
や
教

育
予
算
は
。
ま
た
、
介
護
保
険
な
ど
の
平
準
化

の
見
通
し
は
。

市
長　

敬
老
会
助
成
交
付
金
が
一
人
当
り

１
，
２
０
０
円
。
針
や
お
灸
が
一
回
５
０
０
円

の
助
成
、
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
一

律
３
千
円
、
介
護
者
の
方
々
に
月
額
１
万
円
の

支
給
な
ど
組
み
ま
し
た
。
良
く
な
っ
た
地
域
や

下
が
っ
た
所
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
介

護
保
険
な
ど
は
３
年
後
に
平
準
化
し
ま
す
。
教

育
予
算
や
イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
、
体
育
事
業
な

ど
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
十
分
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

白
石　

明 
議
員

高
す
ぎ
る
ゴ
ミ
袋

処
理
場
の
維
持
管
理
費
に

国東市クリーンセンター

国東市議会だより  １号
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●
職
員
配
置
に
つ
い
て

議
員　

本
庁
支
所
方
式
に
よ
る
職
員
配
置
部
制

に
よ
る
職
員
体
制
、
消
防
の
職
員
体
制
は
適
材

適
所
に
配
置
さ
れ
、
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ

れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。
次
に
、
勤
務
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の

か
。

市
長　

人
事
配
置
に
つ
い
て
は
、
理
想
的
決
定

が
出
来
て
合
併
を
迎
え
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

総
合
支
所
方
式
の
あ
り
方
、
組
織
機
構
に
つ

い
て
は
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
勤
務
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
給
与
構
造
改
革
と
平
行
し
て
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

議
員　

バ
ス
交
通
体
系
の
見
直
し
は
。
福
祉
バ

ス
の
運
行
は
全
市
に
ど
う
広
げ
て
い
く
の
か
。

昨
年
度
の
運
行
状
況
、
利
用
状
況
は
、
そ
し

て
、
高
齢
者
バ
ス
利
用
者
助
成
制
度
は
ど
う
す

る
の
か
。

市
長　

福
祉
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
と
路
線   

バ
ス
の
有
効
活
用
を
勘
案
し
な
が
ら
、
計
画
を
総

合
的
に
見
通
し
ま
す
。
福
祉
バ
ス
の
運
行
状
況
は
、

旧
国
東
町
５
谷
を
毎
週
１
便
運
行
し
、
17
年
度

は
５
，
５
２
３
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
10
月
か

ら
無
料
で
、
市
内
14
路
線
（
国
見
町
４
、
国
東

町
５
、
武
蔵
町
２
、
安
岐
町
３
）
で
実
証
運
行

し
た
い
と
、
ま
た
、
高
齢
者
バ
ス
利
用
助
成
制

度
は
廃
止
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
児
童
福
祉
に
つ
い
て

議
員　

旧
町
策
定
の
次
世
代
育
成
支
援
計
画
を

新
市
で
ど
の
よ
う
に
計
画
立
案
す
る
の
か
、
に

こ
に
こ
保
育
支
援
対
策
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

市
長　

旧
４
町
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

を
す
り
合
わ
せ
て
、
新
市
と
し
て
新
し
い
計
画

を
策
定
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
に
こ
に
こ

保
育
支
援
事
業
は
、
第
３
子
以
降
３
歳
未
満
児

保
育
料
全
面
免
除
の
み
を
実
施
し
て
お
り
、
第

２
子
3
歳
未
満
児
半
額
免
除
も
実
現
に
向
け
て

検
討
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
子
育
て
支
援
対
策

の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
相
談
指
導
対
策

事
業
の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
必
要

な
取
組
み
に
つ
い
て
も
、
次
世
代
育
成
行
動
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

馬場　將郎 議員

福祉バスの運行は

市内14路線で運行

福祉バスを利用する市民
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●
財
政
改
革
に
つ
い
て

議
員　

財
政
改
革
は
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
執
行

部
や
市
職
員
は
、
こ
れ
か
ら
は
経
営
感
覚
、
コ

ス
ト
意
識
を
持
っ
て
行
政
の
執
行
に
当
た
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
浸
透
さ
せ
る
の

か
。

市
長　

対
話
行
政
を
推
進
す
る
中
で
、
自
主

的
な
自
治
の
経
営
を
訴
え
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
、
職
員
一
人
一
人
が
住
民
の
役
に
立
つ
こ

と
を
喜
ん
で
や
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
意
識
改

革
が
必
要
で
す
。
今
後
も
職
員
能
力
・
資
質
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
員　

市
の
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
方
針
か
。

市
長　

行
政
の
ス
リ
ム
化
が
言
わ
れ
て
い
る
時

代
な
の
で
民
が
で
き
る
も
の
は
民
に
と
い
う
考

え
で
す
が
、
今
後
事
業
・
施
設
な
ど
は
十
分
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

●
情
報
公
開
の
取
組
み
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
情
報
公
開
条
例
が
制
定
さ
れ
て

い
る
が
公
開
の
手
段
は
。

市
長　

市
報
や
各
種
発
行
物
な
ど
を
中
心
に
公

開
し
、
将
来
的
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
十
分
活
用
し
、
情
報
公
開
を

行
い
ま
す
。

●
空
港
周
辺
対
策
に
つ
い
て

議
員　

大
分
空
港
は
年
間
１
８
０
万
人
の
利
用

が
あ
る
が
、
今
後
の
活
用
方
法
は
。

ま
た
、
空
港
周
辺
地
域
の
騒
音
対
策
は
。

市
長　

国
東
観
光
誘
致
と
し
て
は
、
修
学
旅
行

な
ど
の
団
体
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
県
の
教
育

旅
行
誘
致
促
進
協
議
会
に
加
入
し
、
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

騒
音
対
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
燃
料

譲
与
税
を
活
用
し
、
周
辺
地
域
の
道
路
や
漁
港

の
整
備
も
含
め
、
騒
音
対
策
に
も
十
分
検
討
し

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

大分空港の活用と
   周辺地域の整備対策

県の関係機関と連携し環境整備に努める

木付　親次 議員

国東市議会だより  １号

大分空港
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●
学
校
教
育
に
つ
い
て

議
員　

地
域
の
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が

あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
一
生
懸
命
取
組
ん
で

い
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
。
た
だ
学
校

経
営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
提
示
と
説
明
に
終
始
し

た
。
地
域
の
学
校
に
は
個
々
の
特
徴
や
伝
統
と

い
っ
た
地
域
性
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
学
風
に
根

付
い
た
教
育
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
教

職
員
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
教
育
長
の
見
解
は
。

教
育
長　

急
速
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
国

に
お
け
る
教
育
改
革
の
動
向
や
大
分
県
教
育
行

政
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で

旧
４
町
ご
と
に
培
わ
れ
て
き
た
良
き
伝
統
や
文

化
を
継
承
し
つ
つ
、
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
新
た
な
生
徒
指
導
上

　

の
諸
問
題
に
対
す
る
被
害
者
対
策
と
し
て

１
．
通
学
路
の
点
検
と
安
全
マ
ッ
プ
の
充
実
、

改
善
を
図
り
ま
す
。

２
．
子
ど
も
の
連
絡
所
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
確

認
、
点
検
お
よ
び
活
用
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

３
．
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
組
織
し
活
用
を
図
り

ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
を
加
害
者
に
し
な
い
対
策
と
し
て

１
．
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
教
育
相

談
体
制
の
活
用
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

２
．
豊
か
な
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
の
心
の

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
件
の
解
決
に

は
、
親
や
家
庭
を
大
事
に
す
る
心
を
は
ぐ
く
む

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
協
力
し
合
っ
て
、
働
き
か
け

合
う
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

綾 

部 　

敦 
議
員

学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

特
色
あ
る
教
育
の
充
実

学校訪問
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総　  務
常任委員会

国東市議会だより  １号

総務常任委員会　委員長　馬　場　將　郎
　7月 3日、午前 10時より平成 18年度、6月定例議会において

付託された、関係案件について第1回総務委員会を開催した。

　関係各課より付託案件について説明を求め審議致しました。

【関係案件】

・平成18年度国東市一般会計予算総務関係部分

・平成18年度国東市立国東自動車学校特別会計予算

・国東市表彰条例の制定について

・国東市国民保護協議会条例制定について

・国東市国民保護対策本部及び国東市緊急対処事態対策本部条例の

　制定について

・大分県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の増減に

　ついて

・日出生台演習場での在米軍の訓練拡大に反対する請願について

　以上の案件について、慎重に審議した結果、議案は原案のとおり可決すべきと決定

した。また請願についても、採択すべきとの結論に達し、意見書の提出を委員会とし

て了承した。

　また、当日午後より、関

係する、市消防本部並びに

市立自動車学校に委員全員

にて現地訪問し、消防本部

に於いては消防長及び職員

より、消防業務の内容等に

ついて説明を受け意見交換

した。

　また、市立自動車学校に於

いても、校長より業務内容等

について、説明を受けた。

　両施設とも、業務内容等に

おいて今後の課題も見受けら

れ、総務委員会としても検討

すべきとの結論に達した。

委 員 長　馬場　將郎
副委員長　渡 　俊樹
委　　員　 橋　正之
　　　　　後藤耕一郎
　　　　　吉松　京一
　　　　　豊田　宏治
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委 員 会 活 動 報 告委 員 会 活 動 報 告委 員 会 活 動 報 告

文教常任委員会　委員長　　堤　　康 二 郎　
　6月 5日、第 1委員会室において第1回の委員会を開き、市教育

委員会組織についての説明を受けた後、所管の各担当課より 18年

度主要事業について協議を行った。

　6月 13日から 5日間の日程で教育委員と合同による学校訪問を

行った。小学校 18校（1,766 人）、中学校 7校（936 人）、幼稚

園 11園（137人）の校長・園長より経営・教育方針などの説明を

受けた後、活発な意見交換が行われた。各小学校では登下校時の犯

罪阻止に対して地域と連携しての様々な取り組みがなされ、学校へ

の不審者侵入防止の対策もされていた。しかし児童の防犯ベルの所持については旧各

町でのばらつきがあり、今後の課題として早急に取り組む必要性を感じた。特に目立

ついじめ等の報告は無かったが、不登校気味（保健室通学）の生徒が目立つ中学校もあっ

た。今後安岐町の小学校統合や国東町の中学校統合、校舎の老朽化、保健室等の空調

設備など、様々な課題が山積みしている事を委員会で共通認識を持った。

　7月 4日、第 1回定例議会において審査を付託された平成 18年度一般会計予算の

関係部分の教育費、くにさき総合文化センターの指定管理者の指定についての2議案

について執行部より詳細な説明を求めた後、討論採決を行い、原案のとおり可決した。

また、「義務教育費国庫負担制度の堅持及び30人以下学級の実現・複式学級解消を求

める」請願も採択され意見書提出を決定した。

文　 教
常任委員会
委 員 長　堤　康二郎
副委員長　野田　忠治
委　　員　木付　親次
　　　　　堀田　一則
　　　　　宮永　英次
　　　　　綾部　 敦
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厚　 生
常任委員会

　　　厚生常任委員会　委員長　　諸　冨　　忠　
　平成18年第 1回 6月定例会において、厚生常任委員会を開催致

しました。

　国東市が発足して、議会の常任委員会が構成され、初めての委員会

ですので、7月 3日に関係する施設の視察研修を実施致しました。

　安岐町では安岐福祉ゾーン、安岐保育園、国東市民病院、武蔵町

は隣保館、保健福祉センター、むさし苑、国東町はクリーンセンター、

し尿処理場、国見町においては、熊毛保育所、養護老人ホーム等、

施設内容の研修を行ない、各々施設の担当者より運営状況の説明を

受けました。

　第2日目には、厚生常任委員会に審査を付託されました、議案平

成 18年度国東市一般会計予算等の生活福祉部に関係する審議、特別会計予算 4件、

条例関係2件、議案の指定管理者の指定について6件、請願1件、計 14議案につい

て生活福祉部長、担当課長より詳細説明を委員 7名で慎重に審議を致しました結果、

いずれも原案の通り可決すべきものと決定を致しました。

　生活福祉部のこれから大きな課題は、少子高齢化が加速するなかで、国東市の高齢

化率33.9％と高く、また少子化についても深刻な問題となっております。

　委員会としてもこれらの問題の対策や検討の審議、子育て支援事業の推進、今後予

想される超高齢化社会に対応を出来る、これまで4町が実施してきた、介護事業、訪

問看護、高齢者福祉サービスの継承を図りつつ、合併後の福祉サービスの統一を図り、

住民検診を積極的に推進し、予防医療により医療費の削減を図る。

　障がい者基本計画及び障がい福祉計画策定により障がい者福祉サービス向上に努め

る。市民が将来に夢

を持てる、住み慣れ

た地域で心身とも健

康で生き生きと生活

が出来る、安心して

過ごすことが出来る

地域社会の実現を目

指し、生活福祉部の

各事業を積極的に推

進してまいります。

委 員 長　諸冨　 忠
副委員長　唯有　幸明
委　　員　白石　 明
　　　　　田口　易幸
　　　　　大谷　和義
　　　　　元永　安行
　　　　　安見　 蔚
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国東市議会だより  １号

産業建設
常任委員会

産業建設常任委員会　委員長　丸小野　宣　康　
　第１回定例会において、産業建設常任委員会に審査を付託された

承認 1件、議案 10件について7月3日委員会を開催し、委員全員

出席のもと担当部長並びに各課長による詳細な説明を求め慎重審議

いたしました。その結果全議案とも原案のとおり承認及び可決すべ

きものと決定した。

　翌日、市内の関係施設の視察を実施し、国見町においては国見く

るまえび生産組合の概要並びに運営状況について組合長並びに関係

職員の説明を受け、つづいて櫛来港海岸整備事業の現地視察。

　国東町においては文殊線の改良事業現地視察。武蔵町については、

浄化センターとフラワーセンターを視察し、運営状況並びに施設について担当職員よ

り説明を受けた。

　安岐町においては、あさぎりの郷の活用状況並びに施設の概要について担当職員よ

り説明を受けた。

委 員 長　丸小野宣康
副委員長　木田　憲治
委　　員　 水　國人
　　　　　溝部　元生
　　　　　松本　剛弘
　　　　　清國　仁士
　　　　　猪俣　俊雄
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請  願 ６月定例会に提出された請願は３件で、

すべて採択されました。

　①安全・安心の医療と看護の実現のため医師・看護師等の増員
　　を求める請願
　医療事故をなくし、安全・安心でゆきとどいた医療・看護を実現するためには、
医療従事者がゆとりと誇りを持って働きつづけられる職場づくりが不可欠です。
ついては、過酷な労働実態を改善するため、夜勤日数に上限規制などの法整備が
必要です。「安全・安心のコスト保障が必要」であり、診療報酬などによる財政
的な裏付けが求められています。
　よって政府におかれましては、現場での大幅増員を保障する看護職員等の確保
対策・予算の拡充や診療報酬の改善を行うよう国に対して要望しました。

　②日出生台演習場での在沖縄米軍の訓練拡大に反対する意見
　　書提出に関する請願
　日出生台演習場での在沖縄米軍の訓練は、沖縄県民の米軍基地負担軽減を目的
に平成10年度から実施され、今回で６回目となったが、これまでの155ミリりゅ
う弾砲撃訓練に加え、小銃・機関銃の実弾を使う訓練の実施を申し入れてきた。
本来、規模拡大の歯止めとなるべき協定が軽視され、今回、米軍が協定にはない
小銃・機関銃などの小火器訓練を実施する構えを見せたことに、県民は将来、訓
練が拡大するのではないかと危惧している。よって、国に対して「平成18年度の
米軍の訓練に当たっては、協定の内容を米軍に十分に説明し、遵守すること。」「平
成19年10月の協定更新に当たっては、４者協や住民の声に十分配慮し、訓練内
容を拡大しないこと。」を要望しました。

　③義務教育費国庫負担制度の堅持および30人以下学級の実現・
　　複式学級解消を求める請願
　教育の機会均等・教育水準の維持・向上を確保するのは国の責務であり、国の
財政負担と責任において行われるべきであります。義務教育費国庫負担制度の廃
止は、各県や市町村財政に影響を与え、その結果、財政力によって義務教育の水
準格差が生まれることは必至です。
　よって、義務教育費国庫負担制度の堅持、30人以下学級の実現・複式学級を解
消することを国に対して要望しました。

国東市議会だより  １号
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議会を傍聴しましょう
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第
一
回　

国
東
市
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
例
会
議
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　
　
　
　

国
東
市
安
岐
町
中
園

　
　

本　

多　

ノ
リ
子　

　

梅
雨
期
の
６
月
30
日
、
合
併
初
の
国
東
市
議
会
定
例
会
議
傍
聴
の

機
会
に
社
会
教
育
委
員
の
一
員
と
し
て
出
席
。
旧
４
町
か
ら
選
出
さ

れ
た
議
員
団
の
役
割
構
想
活
動
が
垣
間
見
え
る
の
は
無
理
か
も
と
の

思
い
の
中
で
、
一
般
質
問 

唯
有
議
員
、
道
路
整
備
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、
少
子
化
対
策
、
国
保
税
不
均
一
課
税
、
人
間
ド
ッ
ク
。
白
石
議
員
、

ゴ
ミ
袋
価
格
の
引
き
下
げ
、
農
業
品
目
経
営
安
定
の
支
援
策
、
福

祉
教
育
予
算
。
馬
場
議
員
、
職
員
配
置
、
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉

の
子
育
て
支
援
対
策
。
木
付
議
員
、
情
報
公
開
、
大
分
空
港
活
用
と

周
辺
地
域
整
備
。
綾
部
議
員
、
教
育
行
政
に
お
け
る
学
校
教
育
社
会

教
育
の
あ
り
方
な
ど
な
ど
。
日
程
と
し
て
は
と
て
も
過
密
で
、
４
町

持
ち
寄
り
の
問
題
山
積
の
中
で
、
各
地
域
の
実
情
や
こ
れ
か
ら
の
市

政
に
対
す
る
意
気
込
み
を
伺
い
知
る
質
問
が
多
く
、
切
実
な
身
近
な

提
起
に
照
山
市
長
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
詳
し
く
明
確
に
答
弁
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
が
、
印
象
的
で
し
た
。
安
岐
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
４
月

よ
り
開
局
諸
行
事
ス
ポ
ー
ツ
ふ
る
さ
と
駅
伝
に
始
ま
り
、
桜
祭
、
梅

園
祭
の
子
ど
も
神
楽
、
春
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
、
あ
じ
さ
い
祭
、

中
体
連
の
よ
う
す
な
ど
、隣
近
所
の
友
人
知
人
、溌
剌
と
し
た
中
高
生
、

田
植
体
験
す
る
小
学
生
の
顔
、
市
報
紙
で
は
得
ら
れ
な
い
画
像
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
高
額
の
費
用
を
か
け
た
価
値
は
あ
る
と
私
は
思
い

ま
す
。
や
が
て
は
、
市
議
会
の
よ
う
す
も
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
通
じ
て
傍
聴

席
の
一
人
に
な
れ
る
で
し
ょ
う
。
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委 員 長　豊　田　宏　治 議員
副委員長　田　口　易　幸 議員
委　　員　 　水　國　人 議員
委　　員　後　藤　耕一郎 議員
委　　員　野　田　忠　治 議員
委　　員　清　國　仁　士 議員
委　　員　堤　　　康二郎 議員
委　　員　元　永　安　行 議員

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

構
成
決
ま
る
。

助役に選任された森助役（写真右）と

河野収入役（写真左）

　

６
月
定
例
会
で
助
役
に
森
正
二
氏
（
前
総
務
企

画
部
長
）、
収
入
役
に
河
野
猛
氏
（
前
武
蔵
総
合
支

所
地
域
建
設
課
長
）
が
選
任
さ
れ
市
の
執
行
部
の

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議会を傍聴しましょう

　議会を傍聴することは、市民として市政を

知る最も良い方法です。皆さんの選んだ議員

の議会活動を理解するために、機会あるごと

に議会を傍聴しましょう。次回定例会の開催

予定は、9月中旬の予定です。議会を傍聴さ

れたい方は、議会事務局まで連絡ください。

電話 （0978）72－5196

委 員 長　吉　松　京　一 議員
副委員長　木　付　親　次 議員
委　　員　 　橋　正　之 議員

委　　員　白　石　 　明 議員
委　　員　木　田　憲　治 議員
委　　員　丸小野　宣　康 議員
委　　員　大　谷　和　義 議員
委　　員　宮　永　英　次 議員

議会広報編集特別員会議会広報編集特別員会議会広報編集特別員会

議会運営委員会議会運営委員会議会運営委員会 助
役
に
森
正
二 

氏
、

   

収
入
役
に
河
野
猛 

氏
を
選
任



川舟祭り

・
合
併
し
て
初
め
て
の
市
議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
、
委
員
全
員
で
発
行
に
向
け
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
市

民
が
読
み
や
す
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

・
８
月
も
残
り
少
な
く
な
り
、
静
か
な
お
盆
も
終
わ
り
、
今

年
は
小
生
の
近
所
で
も
、
初
盆
が
あ
っ
た
り
、
都
会
か
ら
の

お
客
さ
ん
も
、
お
墓
参
り
に
い
っ
て
い
る
光
景
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。

・
私
達
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
８
月
の
13
日
夕
方
は
沢
山
の

方
々
が
お
迎
え
に
来
て
い
た
も
の
で
す
。
今
は
、
墓
の
掃
除

さ
え
し
て
い
な
い
所
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
悲
し
く
な
り
ま

す
よ
ね
。

・
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
使
い
、

馬
に
仕
立
て
、
仏
様
に
飾
っ
た
り
、「
ふ
」
を
沢
山
飾
っ
た
も

の
で
す
。

・
こ
れ
か
ら
先
、
墓
、
仏
様
も
、
見
て
く
れ
る
人
が
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
本
当
に
心
配
さ
え
し
ま
す
。

・
地
区
の
盆
踊
り
大
会
に
し
て
も
、
年
々
参
加
者
が
減
り
、

以
前
は
２
日
間
あ
っ
た
の
で
す
が
、
１
日
だ
け
、
昔
の
よ
う

に
２
重
３
重
で
踊
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
出
来
れ
ば
参
加
し
な
い
、
そ
の
ほ
う
が
楽
な
の
で
す
。
今

日
の
、
自
由
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
本
当
に
考
え
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
？

・
今
の
よ
き
時
代
、
昔
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
が
あ
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
？　
　
（
吉
松
）

発
行
責
任
者　

猪
俣　

俊
雄

編
集
委
員
長　

吉
松　

京
一

〃
副
委
員
長　

木
付　

親
次

〃

委

員　

橋　

正
之

〃　
　
　
　
　

白
石　

明

〃　
　
　
　
　

木
田　

憲
治

〃　
　
　
　
　

丸
小
野
宣
康

〃　
　
　
　
　

大
谷　

和
義

〃　
　
　
　
　

宮
永　

英
次

国
東
市
議
会
だ
よ
り
は
古
紙
100
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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編

集

後

記

４
月
23
日　

国
東
市
議
会
議
員
選
挙

５
月
９
日　

臨
時
会
事
前
打
合
せ
会

　
　

17
日
〜
18
日　

　
　
　
　
　

第
１
回
臨
時
会

　
　

23
日
〜
25
日

　
　
　
　
　

第
82
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

６
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

５
日　

文
教
委
員
会

　
　

13
日
〜
22
日　

　
　
　
　
　

文
教
委
員
学
校
訪
問

　
　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

26
日
〜
７
月
６
日

　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

　
　

29
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

７
月
３
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

厚
生
委
員
会
現
地
視
察

　
　

４
日　

厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　

文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会
現
地
視
察

　
　

６
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

19
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

21
日
〜
22
日

　
　
　
　
　

第
２
回
事
務
局
長
会
議

８
月
１
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

２
日
〜
４
日

　
　
　
　
　

大
分
県
市
議
会
議
長
会
研
修
会

　
　

22
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

22
日
〜
23
日

　
　
　
　
　

大
分
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

　旧暦の6月29日、1年で最も潮の干満の大きい時に、安

岐川河口で行われる川舟神幸。火柱を挙げるかがり火舟

からは、勇壮な締め込み姿の男たちが、水しぶきを上げ

て川に飛び込む。御輿舟、囃子舟と闇の中から次々と姿

を現し、闇と炎と水しぶきの饗宴が繰り広げられる。

　歴史は古く、今から約200年前に湊を中心に船主や商

人たちによって、海上安全・大漁、商売繁盛を祈願した

住吉社の夏祭りで、一時中断していた時期もあったが、

現在は保存会も結成され、伝統行事が受け継がれている。 国東市国東町富来の河口に群生するハマボウの花

水と火の勇壮な夜の祭典　男の祭

川舟祭り
表紙の説明

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

ハマボウの花は、昔は各地で自生して
いましたが、最近では珍しくなっています。




